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このドキュメントの使用法

このドキュメントでは、Oracle Solarisオペレーティングシステムのインストール方
法、および更新と新しいリリースの取得方法について説明します。

■ 5ページの「プロダクトノート」
■ 5ページの「関連ドキュメント」
■ 6ページの「サポートとアクセシビリティー」

プロダクトノート
この製品に関する最新の情報と既知の問題については、次にあるプロダクトノート
を参照してください。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=NetraBladeX3-2B

関連ドキュメント

ドキュメント リンク

すべてのOracle製品 http://www.oracle.com/documentation

Netra Blade X3-2B http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=NetraBladeX3-2B

Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM)
3.1

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ilom31

Oracle Hardware Management Pack http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ohmp
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サポートとアクセシビリティー

説明 リンク

My Oracle Supportを通じた電子的
なサポートへのアクセス

http://support.oracle.com

聴覚障害の方へ:

http://www.oracle.com/accessibility/support.html

アクセシビリティーへのOracle
のコミットメントについて学習
します

http://www.oracle.com/us/corporate/accessibility/index.html

トレーニングに関する情報を取
得します

http://education.oracle.com

サポートとアクセシビリティー

Netra Blade X3-2B (旧 Sun Netra X6270 M3 Blade) Oracle Solarisオペレーティングシステム • 2012年 9
月
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Oracle Solaris OSのインストールについて

■ 7ページの「Oracle Solarisのインストールタスクの表」
■ 7ページの「サポートされているOSのバージョンおよび最新情報」
■ 8ページの「OSのインストールオプション」

Oracle Solarisのインストールタスクの表
次のタスクの表を使用すると、サポートされているOracle Solarisのバージョンを
Netra Blade X3-2Bにインストールするのに役立ちます。

手順 説明 リンク

1 サポートされているWindows OSのバージョンの一覧を確
認し、サーバーのソフトウェアおよびハードウェアに関
する最新情報を取得する方法を学習します。

7ページの「サポートされているOSの
バージョンおよび最新情報」

2 単一のサーバーまたは複数のサーバーでのOSのインス
トールのオプションを確認します。

8ページの「OSのインストールオプ
ション」

3 Oracle System Assistantの概要およびそれを使用して
サーバーを管理する方法について確認します。

10ページの「Oracle System Assistant」

4 必要な手順を実行して、OSのインストールの準備を行い
ます。

13ページの「OSのインストールの準備」

サポートされているOSのバージョンおよび最新情報
このセクションを使用して、サポートされているOracle Solarisオペレーティングシ
ステム (OS)のバージョンおよび最新のサーバー関連情報を取得する方法について学
習します。

■ 8ページの「サポートされているOracle Solarisオペレーティングシステムの
バージョン」

■ 8ページの「プロダクトノートの最新情報」
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サポートされているOracle Solarisオペレーティン
グシステムのバージョン
このドキュメントの発行時点で、Netra Blade X3-2Bは次のOracle Solarisオペ
レーティングシステムをサポートします。

■ Oracle Solaris 10 08/11
■ Oracle Solaris 11

サポートされているオペレーティングシステムの一覧の更新については、『Netra
Blade X3-2Bプロダクトノート』を参照してください。

関連情報
■ 8ページの「プロダクトノートの最新情報」

プロダクトノートの最新情報
ブレードに関する最新情報は、『Netra Blade X3-2Bプロダクトノート』で維持されて
います。プロダクトノートには、利用可能なファームウェア更新、およびブレード
のハードウェアまたはソフトウェアの問題に関する詳細情報が記載されていま
す。このドキュメントおよびその他のサーバー関連のドキュメントは、http://

www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=Sun_Netra_X6270_M3にあるブレードのド
キュメントライブラリからオンラインで入手できます。

OSのインストールオプション
OSを単一のブレードにインストールするか、複数のブレードにインストールするか
を選択できます。このドキュメントの適用範囲は、単一サーバーへのOSのインス
トールです。次の表に、これらの 2つのインストールオプションに関する情報を示
します。

オプション 説明

複数のサーバー http://www.oracle.com/

us/products/enterprise-manager/opscenter/index.htmlを参照してくださ
い。

サポートされているOracle Solarisオペレーティングシステムのバージョン

Netra Blade X3-2B (旧 Sun Netra X6270 M3 Blade) Oracle Solarisオペレーティングシステム • 2012年 9
月
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オプション 説明

単一のサーバー 次のいずれかの方法を使用して、単一のブレードにOSをインストールしま
す。
■ ローカル: OSのインストールは、ブレードでローカルに実行されま
す。物理的にラックにブレードを設置し終えたばかりの場合は、このオ
プションをお勧めします。追加のハードウェアが必要です。

■ リモート: OSのインストールはリモートの場所から実行されま
す。Oracle ILOMリモートコンソールアプリケーションを使用し
て、Oracle System Assistantにアクセスするか、手動によるOSのインス
トールを実行します。

関連情報
■ 9ページの「単一のブレードへのインストール方法」

単一のブレードへのインストール方法
Oracle Solarisインストールメディアの提供方法を選択します。次の情報を使用し
て、ローカルかリモートのどちらのOSのインストールがニーズにもっとも適してい
るかを判断します。

メディアの配布方法 その他の要件

ローカルでの補助付きOSインストール – Oracle
System Assistantを使用します。

モニター、USBキーボードとマウス、USBデバイス、および
Oracle Solaris配布メディア。詳細は、10ページの「補助付きOSイ
ンストール」を参照してください

リモートでの補助付きOSインストール – Oracle
System Assistantを使用します。

Oracle ILOMリモートコンソールアプリケーション、リダイレクト
されたCD/DVDドライブまたは ISOイメージファイル、および
Oracle Solaris配布メディア。詳細は、10ページの「補助付きOSイ
ンストール」を参照してください

ローカルでのCD/DVDドライブの使用 –ブ
レードに接続した物理CD/DVDドライブを使
用します。

モニター、USBキーボードとマウス、USB CD/DVDドライブ、お
よびOracle Solaris配布メディア。詳細は、10ページの「手動によ
るOSインストール」を参照してください

リモートでのCD/DVDドライブまたは
CD/DVD ISOイメージの使用 – JavaRConsole
Oracle ILOMアプリケーションを実行している
リモートシステム上でリダイレクトされた物理
CD/DVDドライブを使用します。

ブラウザを備えたリモートシステム、接続されている物理
CD/DVDドライブ、Oracle Solaris配布メディア、および
サーバーの管理ポートへのネットワークアクセス。詳細は、
10ページの「手動によるOSインストール」を参照してください

単一のブレードへのインストール方法
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補助付きOSインストール

注 – Oracle System Assistantは、現時点では、Oracle Solaris OSの補助付きインストール
をサポートしません。

これは、サポートされているOSをブレードにインストールするためのもっとも簡単
な方法です。この方法では、Oracle System Assistantアプリケーションを使用しま
す。ローカルまたはリモートのCD/DVDドライブまたはCD/DVDイメージでOracle
Solaris OSのインストールメディアを提供し、Oracle System AssistantのOSのインス
トールタスクを使用してインストールプロセスを開始します。OSのインストールタ
スクを使用するには、Oracle System AssistantがそのOSの補助付きインストールをサ
ポートしている必要があります。

サーバー関連の更新および情報については、『Netra Blade X3-2Bプロダクト
ノート』を参照してください。

手動によるOSインストール
この方法では、Oracle Solaris配布メディアをローカルまたはリモートのCD/DVDド
ライブ、USBデバイス、またはCD/DVDイメージで提供します。必要なドライバを
提供する必要もあります。ブレード用のドライバは、My Oracle Supportサイトから
サーバー固有およびOS固有のパッケージとして入手できます。OSをインストール
するには、配布メディアのインストールウィザードを使用します。

関連情報
■ 10ページの「Oracle System Assistant」

Oracle System Assistant
Oracle System Assistantとは、x86 Sun Fire、Sun Netra、および Sun Bladeサーバー用の
単一サーバーシステムの起動および保守ツールです。これは、Oracleの単一システ
ム管理向けの製品と一連の関連ソフトウェアを統合して、ブレードを迅速かつ簡単
に起動し保守できるようにするツール群を提供します。Oracle System Assistantのコン
ポーネントには次が含まれます。

■ Hardware Management Pack
■ 起動と保守のプロビジョニングタスク (OSのインストールタスクを含む*)への
ユーザーインタフェースアクセス

■ Oracle Linuxコマンド行環境
■ オペレーティングシステム用のドライバとツール
■ サーバー固有のファームウェア

補助付きOSインストール

Netra Blade X3-2B (旧 Sun Netra X6270 M3 Blade) Oracle Solarisオペレーティングシステム • 2012年 9
月
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■ サーバー関連ドキュメント

* OSのインストールは、一部のオペレーティングシステムではサポートされませ
ん。

Oracle System Assistantは、工場出荷時にインストールされる Sun Oracle x86
サーバー向けのオプションです。これには必要なすべてのツールとドライバが含ま
れており、ほとんどのブレードに取り付けられているUSBドライブ上にあります。

■ 11ページの「タスクの概要」
■ 11ページの「OSのインストールタスク」
■ 12ページの「Oracle System Assistantの取得」

タスクの概要
Oracle System Assistantは、もっとも一般的で役立つ単一サーバー管理プロビジョニン
グタスクの選択したセットを組み合わせたものです。

次のタスクは、迅速で便利なサーバーの起動と継続的なサーバー管理を可能にしま
す。

■ システムの概要とシステムインベントリ情報
■ すべてのコンポーネント (ツール、ドライバ、ファームウェアなど)のオンライン
アップデートの取得。

■ システムファームウェア (BIOSおよびOracle ILOM)とホストバスアダプタ
ファームウェアのアップデート

■ RAIDおよびOracle ILOM構成
■ 補助付きOSインストール
■ サーバーネットワーク構成
■ 機能と組み込みのメディア整合性チェックの無効化
■ 実行環境を使用可能にする Linuxシェル端末ウィンドウ
■ Oracle Hardware Management Packへのアクセス (Linuxシェルを使用)
■ Oracle System Assistantの復旧

関連情報
■ 11ページの「OSのインストールタスク」

OSのインストールタスク
Oracle System AssistantのOSのインストールタスクは、サポートされているOSのイ
ンストールを支援します。OSのインストールメディアを用意すれば、Oracle System
Assistantが示す手順に従ってインストールプロセスを実行できます。その
際、サーバーのハードウェア構成に基づいて、適切なドライバも取得してくれま

OSのインストールタスク
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す。OSのインストールタスクは、サーバーでサポートされているすべてのオペ
レーティングシステムで利用できるわけではありません。ただし、サーバーでサ
ポートされているOSをインストールすれば、Oracle System Assistantを使用して、OS
ドライバに加えてすべてのファームウェアコンポーネント (BIOS、Oracle
ILOM、HBA、エクスパンダ)を更新できます。

Oracle System Assistantには、ローカルまたはリモートのどちらかでアクセスできま
す。ブレードの設置を終えたばかりの場合、Oracle System Assistantをローカルで (ブ
レードのそばにいながら)使用することで、ブレードを迅速かつ効率的に起動できま
す。ブレードの稼働後は、すべての機能を維持しながら、Oracle System Assistantにリ
モートで便利にアクセスできます。

関連情報
■ 12ページの「Oracle System Assistantの取得」

Oracle System Assistantの取得
ブレードでOracle System Assistantをサポートしている場合、そのブレードにすでに
インストールされている可能性があります。Oracle System Assistantがすでにインス
トールされており、最新バージョンが必要な場合は、更新の取得タスクを使用して
Oracle System Assistantを更新できます。Oracle System Assistantがブレードにインス
トールされているが、破損または上書きされている場合は、My Oracle Supportサイト
から ISO復旧イメージをダウンロードしてください。

ブレードにOracle System Assistantが存在するかどうかの確認方法、および更新や復
旧手順の実行方法については、『Netra Blade X3-2B管理ガイド』を参照してくださ
い。

関連情報
■ 13ページの「OSのインストールの準備」

Oracle System Assistantの取得

Netra Blade X3-2B (旧 Sun Netra X6270 M3 Blade) Oracle Solarisオペレーティングシステム • 2012年 9
月
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OSのインストールの準備

OSをインストールする前に、インストール方法の設定、仮想ディスクの作成、およ
びブートデバイスの設定を行う必要があります。このセクションでは、OSのインス
トールを準備する手順について説明します。次のタスクの表をガイドとして使用し
てください。

手順 タスク リンク

1 OSインストールのタスクの表をすでに確認して
いる必要があります。

7ページの「Oracle Solaris OSのインストールについ
て」

2 インストールドキュメントを入手します。 13ページの「Oracle Solarisのドキュメントの入手」

3 選択したインストール方法に基づいてインス
トールの設定を行います。

14ページの「インストールセッションの設定」

4 最適デフォルト値を読み込み、BIOSモードを選
択して、BIOSを準備します。

18ページの「BIOSの設定」

5 OSをインストールして更新します 21ページの「Oracle Solaris OSのインストール」

Oracle Solarisのドキュメントの入手
Oracle Solarisオペレーティングシステムのサポート対象バージョンのドキュメントは
次で入手できます。

■ Oracle Solaris 10: http://download.oracle.com/docs/cd/E19253-01/index.html
■ Oracle Solaris 11: http://www.oracle.com/technetwork/documentation/

solaris-11-192991.html

注 – Oracle Solarisのドキュメントは、Oracle Solaris OSソフトウェアに同梱の
Documentation DVDにも収録されています。
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インストールセッションの設定
このセクションでは、ローカルまたはリモートインストールセッションを設定する
方法について説明します。OSのローカルインストールはサーバーで実行されま
す。OSのリモートインストールは、JavaRConsoleシステム、Oracle ILOMリモートコ
ンソールアプリケーション、およびリダイレクトされたCD/DVDドライブまたは
CD ISOイメージを使用して実行されます。
■ 14ページの「ローカルインストールを設定する」
■ 15ページの「リモートインストールを設定する」

▼ ローカルインストールを設定する
ローカルインストールを設定するには、この手順を使用します。

注 – OSのローカルインストールの場合、追加のハードウェアが必要で、サーバーの
Webアクセスが推奨されます。

■ 『Netra Blade X3-2B設置ガイド』に説明されているように、サーバーの設置を行
なっておく必要があります。

■ 次の項目が必要です。
■ 15ピン (DB-15)コネクタ機能を備えたビデオモニター
■ USBキーボードとマウス
■ USBデバイス (CD/DVDドライブまたはサムドライブ)

■ サーバーに含まれる更新が確実に最新のものになるようにするため
に、サーバーのWebアクセスが推奨されます。

サーバーがスタンバイ電力モードであることを確認します。

ブレードの前面にあるユニバーサルコネクタポート (UCP)に 3ケーブルドングルを接
続します。

ビデオモニターを 3ケーブルドングルのビデオコネクタに接続します。

キーボードおよびマウスをサーバーの前面にあるUSBコネクタのいずれかに (または
3ケーブルドングルのUSBコネクタのいずれかに)接続します。

CD/DVDドライブをサーバーの前面にあるほかのUSBコネクタに (または 3ケーブルド
ングルのUSBコネクタのいずれかに)接続します。

次の手順

18ページの「BIOSの設定」

始める前に
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▼ リモートインストールを設定する
リモートインストールを設定するには、この手順を使用します。

注 – CD-ROMまたはCD-ROMイメージのオプションを使用してOSをインストールす
ると、CD-ROMのコンテンツにネットワーク経由でアクセスするため、インス
トールにかかる時間が大幅に長くなります。インストールの所要時間は、ネット
ワークの接続状態とトラフィックによって異なります。また、このインストール方
法では、一時的なネットワークエラーにより問題が生じるリスクが高くなります。

次の要件が満たされている必要があります。

■ 『Netra Blade X3-2B設置ガイド』に説明されているように、サーバーの設置を行
なっておく必要があります。

■ JavaRConsoleシステムが、Oracle Solaris、Linux、またはWindowsで実行されてい
る必要があります。

■ Sunサーバーの Ethernet管理ポートにアクセスできるネットワークに JavaRConsole
システムが接続されている必要があります。

■ Java Runtime Environment (JRE) 1.5をインストールする必要があります。
■ JavaRConsoleシステムで Solarisを実行している場合は、JavaRConsoleが

CD/DVD-ROMドライブにアクセスできるように、ボリューム管理を無効にする
必要があります。

■ JavaRConsoleシステムがWindowsを実行している場合は、Internet Explorerの拡張
セキュリティー機能を無効にします。

■ サーバーのサービスプロセッサ (SP)が、使用しているサーバーのOracle ILOMド
キュメントの手順に従って設定済みです。

■ Oracle ILOMにアクセスするための SPの IPアドレスが必要です。SP IPアドレス
の特定については、『Netra Blade X3-2B設置ガイド』を参照してください。

■ サーバーに含まれる更新が確実に最新のものになるようにするため
に、サーバーのWebアクセスが必要です。

注 –この手順に示されているスクリーンショットの一部は、表示される画面とは異な
る場合があります。

始める前に
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Oracle ILOMにアクセスするには、サービスプロセッサの IPアドレスを JavaRConsoleシ
ステムのWebブラウザに入力します。

「Security Alert」ダイアログボックスが表示されます。

「I Understand the Risks」リンクをクリックします。

1

2
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「Add Exception」をクリックします。

Oracle ILOMのログイン画面が表示されます。

ユーザー名とパスワードを入力し、「Log In」をクリックします。

デフォルトのユーザー名は root、パスワードは changemeです。

Oracle ILOMの「System Summary」画面が表示されます。

3

4
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「Remote Console Launch」ボタンをクリックします。

jnlpgenerator.jnlpファイルのダイアログボックスが表示されます。

「Open」をクリックします。

JavaRConsole画面が表示されます。

「Devices」メニューから、選択した配布方法に従ってCD項目を 1つ選択します。

■ CD-ROMリモート。JavaRConsoleシステムに接続されたCD/DVD-ROMドライブ
からオペレーティングシステムソフトウェアCD/DVDのコンテンツにサーバーを
リダイレクトする場合は、「CD-ROM」を選択します。

■ CD-ROMイメージ。JavaRConsoleシステム上にあるオペレーティングシステムソ
フトウェアの .isoイメージファイルにサーバーをリダイレクトする場合
は、「CD-ROM Image」を選択します。

次の手順

18ページの「BIOSの設定」

BIOSの設定
オペレーティングシステムをインストールする前に、実行する予定のインストール
の種類をサポートするように、BIOS設定が構成されていることを確認してくださ
い。次のトピックでは、インストールをサポートするように BIOSを構成する方法に
ついて具体的に説明しています。

■ 19ページの「BIOSの最適デフォルト設定を読み込む」
■ 19ページの「BIOSモードを設定する」

5
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▼ BIOSの最適デフォルト設定を読み込む

注意 –この手順では、BIOSの設定をデフォルト値に戻し、これまでにカスタマイズ
された設定をすべて上書きします。カスタマイズされた設定を維持するには、デ
フォルト値を読み込む前に、各メニューを確認し、カスタマイズされた値を書きと
めます。

BIOS設定ユーティリティーには、サーバーの最適 BIOS設定を読み込むためのオプ
ションが含まれています。この手順を新しく設置されたサーバーで実行して、BIOS
が最適デフォルト値に設定されるようにします。

始める前に次を確認します。

■ サーバーにはストレージドライブが適切に取り付けられています。
■ サーバーへのコンソール接続が確立されています。

サーバーの電源を入れます。

ビデオ (KVMまたはRKVM)コンソールに POSTメッセージが表示されます。

メッセージに注目し、プロンプトが表示されたら、F2キーを押してBIOS設定
ユーティリティーにアクセスします。

BIOS設定ユーティリティーのメイン画面が表示されます。

出荷時のデフォルト値が設定されるようにするには、F9キーを押します。

変更を保存してBIOS設定ユーティリティーを終了するには、F10キーを押します。

次の手順
■ 19ページの「BIOSモードを設定する」

▼ BIOSモードを設定する
BIOSファームウェアは、レガシー BIOSとUEFI (Unified Extensible Firmware Interface)
の両方をサポートしていますが、デフォルト設定は Legacyです。オペレーティング
システムによっては、レガシー BIOSとUEFI BIOSの両方をサポートしているものも
あれば、レガシー BIOSのみをサポートしているものもあります。これらは、OSを
インストールする前に BIOSモードを設定するためのオプションです。

■ OSがレガシー BIOSのみをサポートしている場合は、OSのインストールを行う前
に、BIOSがレガシーモードに設定されていることを確認する必要があります。

始める前に
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■ OSがレガシー BIOSとUEFI BIOSの両方をサポートしている場合は、OSのインス
トールを実行する前に、レガシーモードとUEFIモードのどちらかに BIOSを設定
できます。

注 – Netra Blade X3-2Bの初期リリースでは、Oracle Solaris OSはUEFI BIOSをサポート
しません。サーバーのハードウェアおよびソフトウェアに関する最新情報
は、『Netra Blade X3-2Bプロダクトノート』で入手できます。

サーバーの電源を入れます。

コンソールに POSTメッセージが表示されます。

メッセージに注目し、プロンプトが表示されたら、F2キーを押してBIOS設定
ユーティリティーにアクセスします。

BIOS設定ユーティリティーのメイン画面が表示されます。

BIOS設定ユーティリティーで、左右の矢印キーを使用して「Boot」画面に移動しま
す。

「Boot Menu」画面が表示されます。

下矢印キーを使用して、「UEFI/BIOS Boot Mode」フィールドを選択します。

Enterキーを押し、上下の矢印キーを使用して「Legacy BIOS」オプションを選択しま
す。

変更を保存してBIOS設定ユーティリティーを終了するには、F10キーを押します。

次の手順
■ 21ページの「Oracle Solaris OSのインストール」
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Oracle Solaris OSのインストール

このセクションでは、Oracle Solaris OSをインストールする方法について説明しま
す。論理および物理ネットワークインタフェース名の特定手順およびサーバーシス
テムツールのインストール手順についても説明します。

手順 説明 リンク

1 インストールを開始します。 21ページの「Oracle Solaris OSのサポート
されているバージョンをインストールす
る」

2 ネットワークに接続されたサーバー用にオペ
レーテイングシステムを構成しているとき
は、各ネットワークインタフェースの (OSに
よって割り当てられた)論理名および物理名
(MACアドレス)の指定が必要となる場合があ
ります。

22ページの「論理および物理ネット
ワークインタフェース名を特定する」

3 Oracle System Assistantソフトウェアおよびダ
ウンロードしたソフトウェアパッケージに付
属しているOracle Solaris OSのシステムツール
をインストールします。

25ページの「サーバーシステムツールの
インストールとドライバへのアクセス」

▼ Oracle Solaris OSのサポートされているバージョン
をインストールする
CD/DVDインストールメディアまたは ISOイメージを使ってOSをローカルまたはリ
モートにインストールするには、この手順を使用します。

■ 13ページの「OSのインストールの準備」セクションの手順を実行します。
■ Oracle Solaris OSのインストールドキュメントを確認します。

■ Oracle Solaris 10: http://download.oracle.com/docs/cd/E19253-01/index.html
■ Oracle Solaris 11: http://www.oracle.com/technetwork/documentation/

solaris-11-192991.html

始める前に
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インストールメディアがプライマリブートドライブにインストールされていること
を確認します。

サーバーの電源を入れます。

サーバーはCD/DVDまたはCD/DVD ISOイメージからブートし、「Solaris Installation
Program」画面が表示されます。

テキストまたはGUIベースのインストールプログラムを使用してOSをインストール
します。

▼ 論理および物理ネットワークインタフェース名を
特定する
ネットワークに接続されたサーバー用にオペレーテイングシステムを構成している
ときは、各ネットワークインタフェースの (OSによって割り当てられた)論理名およ
び物理名 (MACアドレス)の指定が必要となる場合があります。このトピックで
は、この情報を取得する方法を説明します。

論理名および物理名 (MACアドレス)を含む、MACアドレスとネットワークインタ
フェースに関する情報を表示するには、この手順を使用します。

「Install Type」メニューから、「Option (6) Single User Shell」を選択して、Enterキーを
押します。

注 –別の方法として、これらのコマンドをコマンドシェルから実行することもできま
す。

OSインスタンスのマウントに関するメッセージが表示されたら、「q」を選択しま
す。OSインスタンスはマウントしないでください。

1
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「Starting Shell」というメッセージが表示されます。次の図を参照してください。

コマンドプロンプト (#)で次のコマンドを入力して、すべてのネットワークインタ
フェースをplumbします。
# ifconfig -a plumb

注 – plumbプロセスにはしばらく時間がかかることがあります。

コマンドプロンプトで次のコマンドを入力します。
# ifconfig -a

2

3
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Solarisの名前付きインタフェースおよびMACアドレスの出力が表示されます。

出力例では:

■ 最初の列の el000g#エントリは、Solaris論理名付きインタフェースです。出力の
最初の列は、Solarisがネットワークインタフェースに割り当てた論理名を表しま
す。

■ 2列目 (3行目)の ether #:#:#:#:#:#エントリは、ネットワークポートの物理MAC
アドレス名です。

例:

Solarisの名前付きネットワークインタフェース「e1000g0」の物理MACアドレス
は、「0:14:4f:c:a1:ee」です。

この情報をファイルに保存するか、書きとめます。

完了したら、システム構成スクリプトを開始するために、コマンド行
で「sys-unconfig(1M)」と入力します。

このコマンドは、システム構成を工場出荷時のデフォルトに復元します。

注意 – sys-unconfig(1M)コマンドを実行するとシステムが停止し、工場出荷時の設定
が復元されます。このコマンドは、システムを再構成する場合以外は実行しないで
ください。

4
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例:

# sys-unconfig

WARNING

This program will unconfigure your system. It will cause it

to revert to a blank system - it will not have a name or know

about other systems or networks.

This program will also halt the system.

Do you want to continue (y/n) ?

システムがリブートされ、構成スクリプトが開始されます。

サーバーシステムツールのインストールとドライバへの
アクセス

Oracle System Assistantで入手できるソフトウェアおよびOracle Solaris OSソフト
ウェアパッケージを使用して、サーバーのシステムツールにアクセスし、システム
ドライバを更新するには、これらの手順を使用します。

■ 25ページの「サーバーのシステムツールをインストールする」
■ 27ページの「システムドライバにアクセスする」

▼ サーバーのシステムツールをインストールする
Oracle Hardware Management Packや LSI MegaRAID Storage Manager (LSI MSM)などの
サーバーシステムツールは、Oracle System Assistantソフトウェアおよびダウンロード
したOracle Solaris OSソフトウェアパッケージで入手できます。

サーバーシステムツールにアクセスしてインストールするには、この手順を使用し
ます。

次のいずれかを実行します。

■ システムにOracle System Assistantがない場合:

a. My Oracle Supportサイトから最新のサーバーシステムツールおよびドライバ
パッケージをダウンロードします。
詳細は、『Netra Blade X3-2Bプロダクトノート』を参照してください。

b. ダウンロードしたツールおよびドライバパッケージをサーバーに解凍します。

c. 解凍されたディレクトリファイルシステム内で、Solaris OS Toolsフォルダに移
動します。
Solaris/OS_name/version/Tools

1
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ここで、OS_nameはインストールされたOracle Solaris OSです。

■ システムにOracle System Assistantがある場合:

a. OS内でファイルブラウザを開き、Oracle System AssistantのUSBデバイスに移動
します。

USBデバイスの名前はORACLE_SSMです。

b. 次のパス構造を使用して、適切な Solaris OS Toolsフォルダに移動します。

Solaris/OS_name/version/Tools

ここで、OS_nameはインストールされたOracle Solaris OSです。

ツールをインストールするには、次を行います。

■ LSI MSMをインストールするには:

重要な情報については、Tools/MSMディレクトリにある readme.txtファイルを参
照してください。

a. MSM/diskディレクトリに移動し、install.shファイルを実行します。

b. スクリプトの進捗に従ってインストールを完了します。

詳細は、http://www.lsi.com/sep/Pages/oracle/sg_x_sas6-r-rem-z.aspxにあ
る LSI MSMのインストール手順を参照してください。

■ Mega CLIをインストールするには:

重要な情報については、Tools/MegaCLIディレクトリにある readme.txtファイル
を参照してください。

a. MegaCLIディレクトリに移動し、MegaCLI.shファイルを実行します。

b. スクリプトの進捗に従ってインストールを完了します。

■ Oracle Hardware Management Packをインストールするには、次にある手順を参照し
てください。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ohmp

hmp-tools/oracle-hmp-version/SOFTWAREディレクトリ (ここでの versionはOracle
Hardware Management Packのバージョン)にある
hmp-prerequisite-installation.txtというReadMeファイルを参照してくださ
い。

2
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▼ システムドライバにアクセスする
Oracle System AssistantおよびOracle Solaris OSのダウンロードパッケージに含まれる
Driversディレクトリにアクセスするには、この手順を使用します。

次のいずれかを実行します。

■ システムにOracle System Assistantがない場合:

a. My Oracle Supportサイトから最新のサーバーシステムツールおよびドライバ
パッケージをダウンロードします。

詳細は、『Netra Blade X3-2Bプロダクトノート』を参照してください。

b. ダウンロードしたツールおよびドライバパッケージをサーバーに解凍します。

c. 解凍されたディレクトリファイルシステム内で、Solaris OS Driversフォルダに
移動します。

Solaris/OS_name/version/Drivers

ここで、OS_nameはインストールされたOracle Solaris OSです。

■ システムにOracle System Assistantがある場合:

a. OS内でファイルブラウザを開き、Oracle System AssistantのUSBデバイスに移動
します。

USBデバイスの名前はORACLE_SSMです。

USBのマウント手順については、『Netra Blade X3-2B管理ガイド』を参照して
ください。

b. 次のパス構造を使用して、適切な Solaris OS Driversフォルダに移動します。
Solaris/OS_name/version/Drivers

ここで、OS_nameはインストールされたOracle Solaris OSです。

●
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